
目 的

本稿の目的は、インド大学認可協会（University

Grants Commission）のソーシャルワーク（SW）教

育専門機関に対する基準（第３回見直し案）をもと

に、インドの SW教育の特徴をフィールドワーク

（FW）とフィールドアクションプロジェクト

（FAP）に焦点を当てて紹介する。また、大学院生

への面接聞き取り調査を基に、UGCの目標達成の

程度、FWと FAPが学生の専門性の育成や将来の

進路に如何に影響を与えているかを考察する。

問題の視座

筆者はこれまでインドのソーシャルワーカーの実

践力に印象づけられ、その要因や SW教育の特徴を

探求してきた。「インドのソーシャルワーク教育に

おける現場実習教育の有効性（橋本 ２００２）」１）で
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は、FWの成績と他の必修理論科目の成績との相関

を調べ、日本の学生に比較しインドの学生の方が両

科目成績の相関関係が高く、理論が実践に反映され

る度合いが高いことを示した。本稿では、さらに、

UGCの基準が学生の専門性育成に如何に反映さ

れ、日本では観察機会が少ない FAPが学生の実践

力育成に如何に貢献しているかを調査により明らか

にする。

第１章

１節 インドのソーシャルワーク（SW）教育の概要

１）背景

インドにおける SWの専門資格は国家資格ではな

く、教育機関が課程修了者に対し授与する学位に基

づく資格であり、学士、修士、M. Phil. Ph. D. 資格

が あ る（Menachery&Mohite ２００３）２）。１９３６年、タ

タ社会事業大学において、正式にソーシャルワー

カー養成のための専門教育が開始されて以来、１９８５

年における大学以上の SW資格を与える専門教育機

関の数は４８に増加し、１９９０年には６６機関と登録され

ている（Desai １９９７，Muzumnder １９９７）３）４）。歴史的

背景を概観すると、１９６０年代の終わりに、経済成長

政策が貧困撲滅に失敗し、その失望感から、社会運

動、社会政策、社会運営管理に関する教育が SW教

育にとって重要であることが認識され、さらに、貧

富の差の拡大、都市人口集中などの社会構造の変化

により、底辺層に届く、新しい SWの必要性が叫ば

れ、家族計画や居住権の保障、都市開発、地域住民

主体の社会保障などの新分野の開拓に焦点が置かれ

た（Ejaz １９９１）５）。このような背景から１９６０、７０年

代に多くの大学で SW学部が設置され、７０年代に

は、貧困と人口問題が主要関心事となり、相互関連

問題として、非識字問題、栄養、居住環境、衛生、

水、利用しやすいサービス、生産性の向上、失業問

題、社会的障害と弱者などが対象領域としてあげら

れた。また、経済発展に伴い、所得格差が拡大し、

利益の公正配分や都市と農村の格差の縮小も重要課

題としてあげられた。そして、SWの分野は、それ

までの労働者福祉中心から、農村の社会改革、地域

開発、部族福祉、家族計画などの新分野へと重点が

シフトした。こうした新分野の発展に伴い、人材育

成の必要性が増し、専門教育とともに準専門職や補

助的役割を持つ人材の研修も盛んになった。８０年代

には、対象分野に人権の剥奪や環境破壊の問題が追

加され、世界的な協力体制が必要であることが国連

で合意され、SWの目的は、人々の生活の質的向

上、社会的公正の実現、社会に参加し貢献する機会

の獲得への援助、人々の発展と社会改革とされた。

また、非政府機関（NGO）による教育の充実、地

域促進計画、新理論の開発も促進され、この変化の

中で、SWの重要性が増し、インド保健省、専門教

育局、UGCにより専門教育の基準の検討が行われ

るようになった（Desai１９９７，Cox D, Pawar M. &

Picton１９９７，Kulkarni２０００）６）７）８）。

２００３年１１月に開催された UGC主催の「全国 SW

教育の基準と評価、質の向上に関するセミナー」に

は４８教育機関の代表が集まり、第３次 SW教育カリ

キュラムの「最低基準」と「望ましい基準」に関す

る報告書がまとめられた（Tiwari ２００３，Gokarn

１９８９）９）１０）。同基準をフィールドワーク（FW）に関

する基準を中心に概要をまとめると次節のようにな

る。報告書は、各項目に関して、満たされるべき

「最低基準」と「望ましい基準」を示しており、各

専門教育機関のランク付けや教育方針の指針とさ

れ、新学部、新学科設置の基準とされる（TISS

２００４）１１）。

２節 第３次インド大学認可協会基準

－ソーシャル－ワーク専門教育に関して

１）学部、教育機関の目指すべき目標

「最低基準」

学部レベル（BSW）は一般ジェネラリスト・
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ソーシャルワーカーの育成、大学院修士レベル

（MSW）は２分野以上の専門性の高い訓練を受け

たジェネラリスト・ソーシャルワーカーの育成を目

指す。授業要覧を充実し、使命、目的、履修科目、

FWについて、調査計画、プロジェクト実施計画、

必修セミナーや研修を明記する。

「望ましい基準」

加えて、学生指導は半年毎または毎年、知識、態

度、技能上達度に関して詳細に指導する。

BSWとMSW課程を併設し、MSW修了後１年間

の専門機能訓練課程を設ける。

M. Phil. Ph. D.の課程では、SWの教育に携わる

専門的人材、研究者の育成を目指す。

２）履修科目

「最低基準」

BSW課程では、英語学と英文学、ヒンディー語

学（地方の言葉）とヒンディー文学（地方文学）、

哲学、美術、歴史、発達心理学、社会民俗学、政治

経済、人口動向の科目をカリキュラムに含む。MSW

課程では、応用心理学、社会構造学、人口動向、女

性学、カースト、環境学を追加する。

「望ましい基準」

加えて、BSW課程では、社会的弱者の人権と介

入、紛争における人権と介入、環境、緊急事態と介

入などの科目を追加する。MSW課程では、分野別

人権と介入、特定グループの人権と介入を含む。

MSW課程では高等ジェネラリスト・SW技能科目

を含んでいなければならない。

３）時間数と単位

「最低基準」

１学期を９０日、１５週間とし、１学年暦を１８０日、

１科目３０時間とする。１週間４０時間、週６日、１日

７時間もしくは、週５日、１日８時間からなる時間

割を作成する。

実習時間は最低週１５時間で全体の３分の１以上を

占める。BSW課程では１学期に実習を除き７科目

を履修し、週２時間１５週で２単位とする。１年間で

１４科目履修し５０点以上を合格とする。MSW課程で

は、実習を除き６科目を履修し、週２時間１５週で２

単位、５０点で合格とする。MSW課程では、修士論

文、専門調査プロジェクト、専門実習のうちいずれ

かを選択することができる。週４時間の生活技能

ワークショップ、SW技能ワークショップ、実習調

査に関するワークショップやセミナーに参加が義務

付けられる。M. Phil. Ph. D課程では SW実践、政

策、運営管理、SW教育法、訓練・研修、実践改革

に関する論文、口頭試問が義務付けられる。

「望ましい基準」

BSW、MSW課程では、年間１８０日を全て半期制

にし、時間割を作成する。履歴書の作成、就職、進

学指導、就職面接指導、研究計画書の作成指導を行

う。M. Phil, Ph. D. 課程では、調査法、政策、教育

法の指導を徹底する。

以上のように、SW教育の重点を FWに置き、年

間の時間数の３分の１以上を費やし、一連の過程を

オリエンテーション訪問、ワークショップ、コンカ

レント FW、ブロック FW、農村キャンプとし、広

範囲な経験の機会が与えられるようになっている。

４）フィールドワーク（FW）に関して

FWは現場における教育インターンシップで、

スーパービジョンのもとで理論を実践に応用できる

機会を与えるものである。その目的は以下の３点に

まとめられる。

１．問題を抱えた人々と社会・経済・政治システム

との相互関連作用を、先ず、ミクロレベルで観

察、理解する能力を養うための機会を与える。

２．経験により社会正義や人権、社会倫理に関して

専門的価値観や感受性を身につけ、自己覚知を促

す。
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３．ミクロ、メゾ、マクロレベルで、社会問題の発

生から予防までを扱う技能を学ぶ。

これら３目標達成のため各教育機関は、実習受け

入れ機関や団体の慎重な選択、倫理綱領の理解の徹

底、FAPの推進などの努力をしている（Prasad，

１９９７）１２）。

「最低基準」

１．FWは、生活技能ワークショップ、機関訪問、

コンカレント FW、ブロック FW、SW技能ワー

クショップ、農村でのキャンプ、部族地域での

キャンプからなる。

２．生活技能ワークショップの内容は、自己覚知、

セルフエスティーム、自己責任、精神の健康、コ

ミュニケーション能力、クライアントとの人間関

係と信頼関係などである。

３．機関訪問は事前準備、先輩との討論など十分な

準備の後実施され、学生の適正と機関の要請を調

整する。

４．コンカレント FWは毎週２日、通年で同一機関

で行われ、継続的、過程中心、グループや個人へ

の持続的介入の機会を提供する目的を持つ。

５．SW技能のワークショップは、教員と現場担当

者との調整で、学生に対し定期的に行われ、専門

技能習得と上達を目的とする。

６．農村、部族キャンプは弱い立場の人々の問題を

理解するために実施され、特に重要視し、効果を

あげるように努力しなければならない。

７．画期的、成功的プロジェクトを視察するための

FWツアーを複数企画実施する。

８．実習機関の選択：実習機関は以下の点を考慮し

慎重に行う。

!学生の学びの機会が豊富で、好意的に支援する

機関、団体であること。

!社会的弱者の支援活動を活発に行い社会に貢献

していること。

!学生の創造性、指導性を歓迎し促す場であり、

専門的に指導する職員が所属していること。

!政府機関、NGO、施設、非施設などできる限

り多くの種類を広範囲に網羅する。

９．協力的な担当職員、コンタクトパーソンがお

り、学生の指導に積極的であること

１０．現場の担当者は BSW以上の資格を持ち現場で

３年以上の経験を持つ者あるいは、MSW以上の

資格を持ち２年以上の現場経験者であること。

１１．新現場担当者となったものに対して、実習の有

効な遂行のため教員による指導や研修を行う。

１２．FW指導（スーパービジョン）に関して：

!週１回、学生１人３０分以上の個人指導を行う。

!毎週実習記録をチェックし、コメントを記入

し、個別の指導を行う。

!月１回グループ会議を開き、少なくとも半年に

１度学生はプレゼンテーションを行う。教員は

週に２日定期的に実習先を訪問し、担当者と会

議を持つ。

１３．年に２度評価を行う。学生は自己評価の機会も

与えられる。

１４．５０点以上を合格とし、FWを不合格となったも

のは進級できない。

「望ましい基準」

１．ホリスティックアプローチを促進する。

２．学生の介入にできる限り柔軟で好意的で、専門

SWが多く所属する実習機関を開拓する。また学

生は調査を実習機関で行う。

３．学生が・紛争、難民、地震、台風、などの緊急

事態に対処するための機会を提供する。

４．定期的に受け入れ機関の適合性評価を行い、随

時新機関を開拓する。

５．機関以外の経験をできるだけ学生に与えられる

ように、フィールドアクションプロジェクト

（FAP）を実施するように努力する。

６．現場担当者と学生、教員は２週間に１度合同会

議を行う。
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７．学生は新しい活動やサービスを提案し、機関や

教員は積極的に促進支援する。

８．教員は現場担当者と調整し、ワークショップや

セミナーを主催し積極的に関与する。

９．学生の現場への交通費は自己負担であるが、教

員や現場担当者が支援することができる。

このように、実習受け入れ機関の選択に関して、

詳細に明記し、学生の試みを積極的に応援すること

を強調している。また、スーパービジョンとフィー

ルドアクションプロジェクトの重要性を重視し、頻

繁に現場担当者や教員と学生の対話の機会を与える

ことを強調している。

５）フィールドアクションプロジェクト（FAP）

について

FAPはあるグループに対して支援システムや機

関の支援が存在しない場合、社会変革や社会運動を

反映した新しいニーズに対応する革新的な SW介入

を計画し運営する機会を学生に与え、その分野にお

ける専門性の発展に貢献するものである。

「最低基準」

１．FAPは、社会的弱者、社会的疎外、紛争など

に直面する人々に直接介入を行い、状況改善を目

指す目的で、政府機関、非政府機関等とネット

ワークを結び、最良の方法で人々の状況改善と支

援に取り組むものである。

２．文書化し、内外からの監督、評価を促し、FAP

資金を内外から獲得する。

３．FAPに所属する専門ソーシャルワーカーを招

待し、セミナーやワークショップを実施し、政府

機関や非政府機関その他とのネットワークを促進

し、教授方法の開発、学生の動機付け、意識化の

促進に努める。

「望ましい基準」

１．FAPは広く州や国家単位に影響を及ぼし、政

府の政策や方針に影響を与えるものである。

２．学生が最初からプロジェクトの運営にかかわ

り、その進行過程に関与し、幅広い実習経験を持

つことができ、教員は全ての段階で、監督、進

行、評価に参画する。シラバス修正の指針とな

る。

３．新しい学生の実習先や雇用先になりうる。

以上のようにインド大学認可協会の基準は「最低

基準」と「望ましい基準」に関して明記し、とくに

FWと FAPに関して詳細に基準を規定し、FW教育

の中の FAPの重要性が理解できる。次章ではこれ

ら基準がどの程度達成され、達成のために有効な要

因は何かを考察するために某大学院MSW学生に対

して行った調査の結果を報告する。

第２章 調 査

本調査は２００５年２月と３月にかけて、インドの

SW専門大学院MSW２年生の学生２６名に面接聞き

取り調査を実施した結果である。前述したようにイ

ンド学生の実習の成績は他の理論科目の成績と相関

関係が高く、理論が実践に結びつきやすい学習環境

にあることを報告した（表１，２参照）。

表１．インドの BSW、MSW学生計８９名の FW成績と他
の必修科目成績との関連

FW成績との相関 r p

住民組織化 ０．６７４ ＜０．０００１＊＊
統計・調査 ０．５３０ ＜０．０００１＊＊
援 助 技 術 ０．５７７ ＜０．０００１＊＊
政策・企画 ０．６５４ ＜０．０００１＊＊

p＜０．０００１＊＊出典：橋本 ２００２

表２．日本の BSW学生１３１名の場合

実習成績との相関 r p

社会福祉原論 ０．０３４ ０．７０３２
援助技術総論 ０．２４６ ０．００４４＊
援助技術各論 ０．１４６ ０．０９７０

P＜０．０１＊（上記援助技術総論と各論は現在は名称が変
更になっている）
出典：橋本 ２００２
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表１，２からインドの学生の実習成績が他の必修

科目の成績と関連が高く、理論が実践に結びつきや

すいことが判明し、その要因を追求するため本調査

では、UGCの基準がどの程度満たされているか、

また、十分満たすためにはどの要因が有効かを考察

する。

１．調査目的：学生の実践力と専門性到達度を調査

し、実践力を育成し、専門性の追求に貢献する要

因を考察する。

２．対象学生：大学院修士課程MSW２年生、男１１

名、女１５名 計２６名

３．方法：学生に個別面接をし１人４０分程度かけて

主観的評価をしてもらった。

４．専門分野：犯罪と青少年更正；４名、家族・児

童福祉；８名、精神科・医療福祉；８名、都市・

農村地域開発；６名

５．質問項目：質問項目は UGC基準のなかの FW

教育の目的と FW成績、実習機関との関係、FAP

の効果との関連などを反映し、３点回答方法を使

用し作成した。

１）大学認可協会の基準と目的に沿った技能の習

得の度合い

質問１ 個人と環境、社会、政治との関連を理解で

きる

質問２ 自己覚知の程度

質問３ 問題の発生の原因から予防までを扱う技能

がある（問題をミクロ・メゾ・マクロの広

範囲に捉えることが出来る）

質問４ クライアントとの人間関係

２）ソーシャルワークの技能上達度

質問５ SW技能上達度

質問６ コミュニケーション能力

質問７ 情報・知識

質問８ 倫理綱領の理解度

質問９ 成功例

質問１０ 失敗例

３）その他

質問１１ 現在の実習機関に対する満足度

質問１２ FAPへの参加

質問１３ 実習の成績

質問１４ 卒業後の就職先

質問１５ 現在始めようとしている活動にたいし機関

は好意的ですか

質問１６ どんな活動を始めようとしていますか（記

述式回答）

質問１７ 困難に直面したとき役に立つのは（記述式

回答）

６．結 果

１）平均値

質問項目毎の得点の平均値は表３の通りであっ

た。

平均値は、質問２自己覚知の程度２．０８、質問１０失

敗例の数２．２０で、やや低かった。質問４人間関係

２．６、質問１１実習機関に対する満足度２．６８、質問１４

卒業後の就職先２．６８、質問１５機関は好意的か２．９２が

高かった。この結果、大学認可協会基準が目標とす

る４項目のうち質問１、２、３の平均値はやや低

表３．各質問項目の平均点

問１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

平均得点 ２．２４ ２．０８ ２．３２ ２．６ ２．２４ ２．４４ ２．４４ ２．２４ ２．４ ２．２０ ２．６８ ２．２４ ２．４４ ２．６８ ２．９２

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

t検定 p値 ＜．０００１＊
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く、十分目標が達成出来ているとは言い難い。しか

し、現在の実習機関に対する満足度は高く、同時に

卒業後もそこで就職したいと考える学生が多いこと

が判明した。

２）相関関係

次に各項目で相関係数が見られる組み合わせは表

４のようになった。

質問１個人と環境、社会、政治との関連を理解で

きる、と関係が高かったのは、問題の発生の原因か

ら予防までを扱う技能がある（問題をミクロメゾマ

クロの広範囲に捉えることが出来る）r＝０．９８６と倫

理綱領の理解度 r＝０．４８１、自己覚知と関連が高

かったのは、人間関係 r＝０．９２５、倫理綱領の理解

度 r＝０．４８２、卒業後の就職先 r＝０．４７２であった。

実習の成績と関連が高かったのは、実習先への満足

度 r＝０．９７８、卒業後の就職先 r＝０．９６８、FAPへの

参加 r＝０．７３２成功例の数 r＝０．５０１、であった。

大学認可協会の基準とする個人と環境、社会、政

治との関連を理解できる能力育成は倫理綱領の理解

度と大いに関係があることが分かる。倫理綱領の理

解度が高いほど自己覚知の達成度が高く、人間関係

を結びやすい。実習成績の良い学生ほど、実習先に

満足し、卒業後も同じ機関での就職を希望してい

る。FAPへの参加経験があるほど成功例も多く、

成績も良いと言える。また、実習先の友好性と柔軟

性には、学生が高い評価を与え、実習先の選定に関

しては、UGCの指針が守られているといえる。ま

た、就職先は、実質的には学生の９９％が現在の実習

先に就職しているという回答を現地教員から得た。

これらの結果から、倫理綱領の理解度、学生の新し

い試みを積極的に支援する有効な実習先の選択、

FAPを積極的に推進することなどが SW専門性の

育成と教育の向上につながるといえる。

質問１６．どんな活動を始めようとしていますか

男子学生 A：障がい児を持つ家族のグループを組

織し、定期的に会合を開き、家族が互いに問題

を共有し、障がい児の地域ベースの社会復帰の

ためのアドボカシーにつなげる。

男子学生 B：ジェンダーアウェアネス計画を１３歳

から１６歳までの男子に対して行うためにグルー

プ化を推進

女子学生 A：２０歳以下のスラムの既婚女性のグ

ループを結成し、悩みや問題点を自由に話せ、

リプロダクティブ・ヘルス、ライツを主張する

運動につなげる。

女子学生 B：１０歳から１８歳までの学校に行ってい

ない貧困地域の女子グループにセクシュアリ

ティー教育を進める。

これら学生の新しいグループワークの試みに対

し、ほとんどの機関が推進に協力的であるという

回答を得た。

質問１７．困難に直面したとき役に立つのは

スーパービジョン：２４名、先輩やワーカーのアド

バイス２名

正式なスーパービジョンの方が先輩やワーカーの

表４．各項目の相関関係

個人と環境への理解 相関係数 r p値

広範囲な理解 ０．９８６ ＜０．０００１＊＊
倫理綱領の理解度 ０．４８１ ０．００９＊
成功例 ０．３６５ ０．０６２

自己覚知 r p

人間関係 ０．９２５ ＜０．０００１＊＊
倫理綱領 ０．４８２ ０．００９＊
卒業後の就職先 ０．４７２ ０．０１０

実習の成績 r p

実習先への満足度 ０．９７８ ＜０．０００１＊＊
卒業後の就職先 ０．９６８ ＜０．０００１＊＊
FAPへの参加 ０．７３２ ＜０．０００１＊＊
成功例 ０．５０１ ０．００８３＊
技能 ０．３８６ ０．０５１１
失敗例 ０．３８６ ０．０５１１

p＜０．０００１＊＊ p＜０．０１＊
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非公式のアドバイスよりも役に立つと答えた学生

が多かった。専門的な正式のスーパービジョンに

関して UGCは詳細に基準を明示し、その重要性

を強調している。

３）スーパービジョンについて

スーパービジョンの形態は個別スーパービジョン

とグループスーパービジョン（GSV）の２種類が採

用され、GSVは、複数の実習担当教員、複数の学

生、複数の実習機関担当者で構成され、学生にとっ

て様々な助言や見解を知る良い機会である。UGC

は週に２回一人３０分以上のスーパービジョンを教員

と現場担当者に課しており、親密な個別スーパービ

ジョンと頻繁で広範囲な GSVの組み合わせが、学

生が価値観のゆれや困難な選択決定の局面に直面し

たときに対処できるように指導している。

４）FAPの実例

FAPは必要なサービスを新しく創造するプロ

ジェクトで、学生がプロジェクトの企画当初から参

画し、過程と成果を実感できる良い機会で、学生の

新しい雇用先にも発展するケースが多く UGCも積

極的にその実施を推進し義務付けている。

FAP事例 A：ムンバイ警察署内の子どもと女性の

ためのカウンセリングセル（TISS １９９８）１３）

１９８４年ムンバイにある TISS大学院 SW研究科

（犯罪と更正）修士の実習生が路上での子どもへの

暴力、女性への家庭内暴力と路上での暴力防止のた

めに、警察署に交渉し、刑務所内で相談室を開き定

期的に服役中の女性と警官を対象にワークショップ

を開く許可を得た。それまで、警察は暴力防止には

消極的で子どもや女性への暴力は見逃されていた。

子どもや女性の変化の可能性を信じた学生は、ａ）

直接支援ｂ）警察官への研修ｃ）警察署との同意を

目標とし、女性へのカウンセリング、警察の役割、

法律、地域のリーダーに対するワークショップの開

催を通し、暴力の減少、子ども、女性の自尊心や人

権意識の高まりなど大きな成果が上がっている。こ

のプロセスを実習生が主導的に実施し、２０年たった

今では、警察と地域 NGOとの連携で、地域の安全

性の確保、女性の自立、子どもの安全性保障にソー

シャルワーカーがどのように関わるべきかまたその

可能性を実習生が自ら体験できるようになった。

ａ）直接支援

１．女性や子どもを人生の困難に対処する生存者

と見なしエンパワーする。２．女性や子ども自身の

力の発見、得意分野や職業訓練 ３．男性に働きか

け暴力の動機や、原因、他の有効な解決の方法など

を話し合う。４．コミュニティー、家族、宗教、

カースト、その他女性や子どもの属するグループに

働きかけ、地位向上に向けて女性や子ども自身が努

力し社会に働きかけるように支援する。

ｂ）警察官への研修

固定観念の除去、グループ化、意識の改善、男性

や大人の意識改善、警察の意識改革を推進、地域の

リーダー、政治家、警察官を招待し、地域の安全

性、差別の防止、事件発生予防に関する要求を提示

ｃ）警察署との同意

１．盗みやその他で逮捕された女性の家族や生活

環境を鑑み、背後にあるより大きな問題解決に焦点

を当てる。２．女性が幼い子どもを伴っているとき

には、なるべく子どもと離さない方法を警察と相談

する。３．弁護士や裁判所と連携で真に罰せられる

べきものを見つけ出し、罰する。

その他以下のようなネットワーキングや各種団体

の連携を深める活動を教員と学生の協力で行った。

!警察署内のカウンセリングセルの設置

!病院、精神科、教育職業訓練関係機関との連携

!警察、法律家、他の女性や子ども援助機関との連

携、ネットワーク

!成果の文書化、学生や警察官への教材に使用

このように警察との連携が実現したことは大きな
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成果であった。

FAP事例 B：反ダウリーと犠牲者カウンセリング

（Muzumdar１９９７）１３）

ダウリーシステム：ヒンズー教では、女性は結婚

後、寡婦となると再婚は許されず、本人にとって

も、実家にとっても負担とスティグマであり、サ

ティーのように死んだ夫と共に妻も焼いて葬るとい

う習慣や、娘が寡婦とならないために、多額の持参

金（ダウリー）を支払い、若い優秀な結婚相手を娘

のために捜すという習慣があった。ダウリーは娘の

家族が相手に贈る贈呈品や持参金のことで、今では

法律（１９８６年改正ダウリー禁止法）で禁止されてい

るにも拘わらず、地方都市や農村ではあらゆるカー

スト階級で公然と実施されている。持参金の所有権

は結婚と共に夫に移るので、持参金目当てに結婚

し、妻に暴力をふるったり、火傷をおわす、又は殺

害するというケースが後を絶たず、病院や警察でも

単なる怪我としか取り扱わないケースが多い。

活 動：ボ ン ベ イ 大 学 SW大 学 院 NIRMARA

NIKETANの学生がダウリー被害にあった女性を家

庭訪問しグループ結成を試み、反ダウリーのための

ストリートプレイを企画実施した。警察と弁護士、

病院の協力を要請し、ムンバイで２ヶ所相談セン

ターを開き、カウンセリング、法律相談、被害者の

写真展、ストリートプレイ、歌によるキャンペイ

ン、を実施した。このため、ダウリーによる犯罪や

被害は激減した。

FAPは学生や教員の努力と信念に基づいた忍耐

力のある説得に他の関係機関やグループが積極的に

協力することで成功する。UGC基準の SWの第１

目的、「ミクロ、メゾ、マクロのレベルで問題を理

解し改善に向かう方法論を学ぶ」ために FAPは非

常に有効であると言える。

考 察

これまで、インドのソーシャルワーク教育の特徴

は実習中心主義にあること。実習中心主義がワー

カーの実践力育成に貢献し、中でもスーパービジョ

ンの徹底、FAPの促進、実習機関の積極的支持が

学生の専門性向上に貢献する要因であることが判明

した。そして、それらのためには実習受け入れ機関

と SW教育に携わる教員のスーパービジョンの質と

デディケイションが大きく影響することが明らかと

なった。以下では問題点と課題を挙げる。

課題

１９３６年以来、SW教育の重点は FWに置かれ、シ

ステムに依存しないマンパワー中心のソーシャル

ワークが発展した。しかしながら、ａ伝統的にミク

ロレベル重視でマクロの視点がかける、ｂ対処療法

中心で、予防的側面が弱い、ｃアメリカ式ソーシャ

ルワークの影響が強く、インドの独自の社会状況に

合致しない、ｄ実践が先行し、科学的分析や理論の

発達が遅れているなどが指摘されている（Pawar

２００３）１４）。

ａ マクロの視点を養うためには、本調査結果から

倫理綱領の理解度を増す。FAPで成功例を多く

体験する等があげられる。また、貧困問題をマク

ロの視点で扱う社会開発学の導入と内外の学生や

教員の交流が有効であろう。我が福祉ボランティ

ア学科では「国際協力実習」を実施し、インドの

ソーシャルワークを学生が学ぶと共に、日本の

ソーシャルワークを現地に伝える試みをしてい

る。

ｂ 対処療法中心主義に対しては、エンパワーメン

ト中心の FAPを教員、機関、行政の協力で促進

することが有効であろう。筆者はマハラシュトラ

州のプネ市行政と NGO、教育機関と連携し、HIV

陽性児と非陽性児の統合教育促進によるエンパ

ワーメント促進の計画をしている。

ｃ アメリカ式ソーシャルワークの影響が強く、イ

ンドの独自の社会状況に合致しない、

ｄ 実践が先行し、科学的分析や理論の発達が遅れ
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ている。これらｃとｄに対しては現在ほとんどの

教員が使用していないインド独自の教科書や教材

を積極的に開発することが必要であろう。

最 後 に

激変する世界情勢の中でソーシャルワークも国際

化と文化特定化を維持する必要がある一方、変化を

積極的に開拓し学生の変化への試みを支持する姿勢

が教員、教育機関、実習受け入れ機関に求められ

る。この点で、インドの FWシステムは日本に比較

し変化に対し積極的で FW自体が、学生、教育機

関、実習機関にとって有益である。このシステムの

導入が将来の優秀な人材育成に大きく貢献するとい

えよう。
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